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● 逗子市民有緑地維持管理助成事業とは 

 

 

● 助成の対象緑地等 

  １.森林法第２条に規定する森林であること。 

※森林法第２条に基づく森林に該当するかどうか、経済観光課窓口(２階)で確認。 

 

２.逗子市みどり条例第５条に規定する森林であること。 

※逗子市みどり条例第５条に該当するかどうか、緑政課窓口で(２階)確認。 

 

上記 １ または ２ に該当し、かつ以下の（１）～（３）の項目に該当すること。 

（１） 将来にわたり緑地として保全される土地であること。 

（２） 森林法等の関係法令等に抵触する土地でないこと。 

（３） 逗子市防災工事費助成金交付要綱（令和４年４月１日施行）第４条に規定する助成

対象地ではないこと(併用不可)。 

    ※都市整備課(２階)が窓口 

 

  

森林法（抜粋）  

第二条 この法律において「森林」とは、左に掲げるものをいう。但し、主として農地又は住宅地若

しくはこれに準ずる土地として使用される土地及びこれらの上にある立木竹を除く。 

一 木竹が集団して生育している土地及びその土地の上にある立木竹 

二 前号の土地の外、木竹の集団的な生育に供される土地 

逗子市みどり条例（抜粋） 

第５条 市長は樹林地又は樹木で、特に保全をすべきものと認めるときは、規則で定める基準に該

当する保存樹林又は保存樹木(以下「保存樹林等」という。)として指定することができる。 

逗子市民有緑地維持管理助成事業は、森林の有する公益的機能の維持増進と、

将来にわたり良好な緑地を保全するとともに、民有緑地の保有継続への意欲を

高めるため、土地所有者等が行う民有緑地の維持管理に対し助成を行う事業で

す。 

（財源は森林環境譲与税を充当予定） 
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● 助成対象者の条件 

・緑地又は保存樹木の所有者（個人又は法人） 

 ※保存樹林は緑地に含みます 

・緑地又は保存樹木の所有者から作業についての承諾を受けた者(承諾書が必要) 

  

 

● 助成の対象となる維持管理作業 

緑地又は保存樹木を将来にわたり良好に保全することを目的とした維持管理作業。 

※危険木等の例外を除き樹木の伐根(樹木を根元から伐採)は対象外 

※草刈は対象外 

※いずれも営利目的の作業は対象外 

  

 

 

● 助成の対象となる経費 

申請者が、作業を発注した事業者に支払う経費のうち、次のものが助成の対象。 

 

 

● 助成金額(1,000円未満は切捨て) 

 

 

 

 

 

※年度内の申請予定額の累計が年間の予算額を超えた場合、 

その年度の受付を終了します。 

  

樹木や竹の伐採・枝払い 
すでに倒木または枯死した 

樹木・竹の搬出 

樹木や竹の伐採・枝払い 

 

 

樹木・竹の搬出、運搬及び処分 

に要した経費 

１本20,000円 

上限５本 

保存

樹木 

経費の２分の１ 

上限額100万円 
 
緑地 

(保存樹林) 
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● 申請時の注意事項 

①事前届出書及び交付申請書を提出し、市から交付決定通知書が届いてから作業を行って

ください。 

②同一年度内に申請できる件数は、所有者一人につき１件、一つの筆(登記されている土

地の単位)に対して１件です。共有名義人の重複や、法人名義の場合の代表者や役員と

の重複があった場合、同一の所有者とみなしますのでご留意ください。（次頁の図を参

照してください）※なお、同一の筆（場所）の助成は、交付決定を受けた日(交付決定通

知書の日付)から起算して２年を経過するまでの間は助成を受けることができません。 

③交付申請書や実績報告書などには提出期限があり、それぞれの期限内に提出する必要が

あります。 

④申請を行った後に、作業内容を変更する場合、緑政課に連絡の上、所定の手続を行って

ください。 

⑤作業内容の変更による助成金の増額はできません。また、対象樹木を変更した場合、助

成金が減額となることがあります。このため、申請時には必要な作業内容(樹木や工種)

をきちんと把握してください。 

⑥作業を行った後は、適切な維持管理に努めてください。 

⑦助成を受けた土地において宅地の造成や防災工事を行うなど、制度の趣旨に反する行為

があった場合は、助成金の返還を求めることになりますので、ご了承ください。 

⑧工事中、工事後の問題については、申請者や土地所有者など、関係者が責任を持って解決

してください。 

⑨関係書類は報告日の翌日から起算して５年が経過する日まで保管をお願いします。 

⑩本助成事業の普及啓発（広報物への掲載や事例紹介等）のため、伐採前後の写真等の提供

にご協力をお願いします。 

  



逗子市民有緑地維持管理助成事業 

- 4 - 

 

  ケース１ 

ケース３ 

ケース２ 

ケース４ 

年度内の申請件数の限度（申請者事、筆ごと） 

Aさんの土地 ① ② 

株式会社Z 

(代表取締役Aさん) 

の土地 ③ 

共有名義の土地 ③ 
 （Aさん、Bさん、Cさん） 

 

○ 
Aさんは申請可能！ 

又は 

○ 
Aさんは複数の土地（筆）を一度

にまとめて申請可能！ 

Aさんの土地 ① 

× 
DさんとEさんどちらか一人が代

表して申請する必要があります。 

○ 
Ｄさんは申請可能！ 

Dさん 

Eさん 

Ａ
さ
ん
の

承
諾
書 

Aさんの土地 ① 

Ａ
さ
ん
の

承
諾
書 

Aさんの土地 ① 

Dさん 

Ａ
さ
ん
の

承
諾
書 
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● 申請の流れ 

  助成を受けるための手続きの流れです。 

助成対象となる緑地の確認 

〇助成を希望する緑地や作業内容が、制度の対象となるかどうかを確認してく

ださい。 

〇森林法第２条に該当するかは経済観光課、逗子市みどり条例第５条(保存樹

林・保存樹木)に該当するかは緑政課でご確認いただけます。 

 

事前届出書の提出 

〇作業内容を決め、見積書を取得し概算予算額が分かったら、事前届出書と必

要書類（見積書、案内図、作業対象場所の詳細図）を提出します。 

〇事前届出書と必要書類は、紙もしくはメールでの提出となります。 

 ※詳細は第１号様式記載例をご覧ください 

〇作業を行う事業者が手続を代行する場合は「委任状」を作成し、提出してく

ださい。 

 

 

市から候補者名簿に登録したことをお知らせする通知書①が届きます。 

内容が助成の要件を満たし、助成事業者候補者名簿に登載したことを通知します。 

 

助成金交付申請書の提出 

〇市から通知書①が届いたら、３週間以内に助成金交付申請書と必要書類(平面

図(対象樹木を図示)、現地写真、土地所有所が確認できる書類等)を提出します。 

〇助成金交付申請書と必要書類は、紙もしくはメールでの提出となります。 

 ※詳細は第３号様式記載例をご覧ください 

 

市から申請者あての交付決定通知書②が届きます。 

助成金交付が決定することを通知します。 

 

次のページへ 

立合い等の日程調整後、市が事前調査として現地確認をします。 
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緑地の維持管理作業を行います 

〇市から交付決定通知書②が届いてから作業を行います。 

〇申請内容に変更がある場合や助成事業を中止する場合は、速やかに緑政課へ

相談してください。 

 

実績報告書の提出(２月末日まで) 

〇必要となる書類を用意し、実績報告書を提出します。 

（作業完了後原則３週間以内） 

〇実績報告書は、紙もしくはメールでの提出となります。 

 ※詳細は第５号様式記載例をご覧ください 

 

 

 

 

 

 

  

立合い等の日程調整後、市が事前調査として現地確認をします。 

完了確認後、指定の口座へ助成金を支払います 

※完了確認の後、指定口座への振り込みが完了するまで、約30日程度要します。 
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● 助成対象となる緑地の条件確認 

助成を希望する緑地や作業内容が制度の対象となるかどうか確認してください。 

森林法・逗子市みどり条例に該当するか確認してください。 

  

調査対象地番 逗子市                     

 

□ 森林法第２条に該当する  ⇒  経済観光課窓口で確認 

 

□ 逗子市みどり条例第５条に該当する ⇒ 緑政課窓口で確認 

 

上記に該当し、かつ以下の３項目に該当すること。 

① 将来にわたり緑地として保全される土地であること。 

② 森林法等の関係法令等に抵触する土地でないこと。 

③ 逗子市防災工事費助成金交付要綱（令和４年４月１日施行）第４条に規定する助成対象地

でないこと。 

 

【土地の所有者】 

□ 申請者のみ 

□ 共同名義人有り、申請者以外 ⇒ 共同名義人や土地所有者の承諾が必要です。 

 

【法的手続きが必要となる緑地の確認（森林法、都市緑地法、逗子市風致地区条例ほか）】 

□ 保安林（森林法第２５条）  

  ⇒ 神奈川県宛てにご確認ください。許可申請の提出が必要となる 

       場合があります。 

    

 

  

【保安林の問い合わせ・申請書の提出】 

神奈川県横須賀三浦地域県政総合センター・ 地域農政推進課 

住所：横須賀市日の出町２－９－１９ 

連絡先：０４６－８２３－０２１０（代表） 



逗子市民有緑地維持管理助成事業 

- 8 - 

● 申請書等の記載例 

 

  

① 事前届出書 

①事前届出書、②助成金交付申請書、③実績報告書兼請求書の記載例となります 
注意事項をご確認のうえ各様式をご提出ください 
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② 助成金交付申請書 
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③ 実績報告書兼請求書 
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● 様式の取得について 

 書類の様式は市ホームページの民有緑地維持管理助成事業のページからダウンロード 

してください。緑政課窓口でも配布しております。 

 

 

 

 QRコードを読み取るか、逗子市 民有緑地 で検索してください 

 

● 提出書類一覧 

 各項目における提出書類一覧 

  

 〇民有緑地維持管理助成事業 事前届出書（第１号様式） 

  →紙もしくはメールでの提出 

 〇民有緑地維持管理助成事業 助成金交付申請書（第３号様式） 

  →紙もしくはメールでの提出 

 

  

 〇民有緑地維持管理助成事業 実績報告書兼請求書（第５号様式） 

  →紙もしくはメールでの提出 

  

申請時 

作業終了後 
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 【内容の変更、完了及び報告】 

 〇民有緑地維持管理助成事業 変更申請書及び実績報告書（第６号様式） 

 【事業の中止】 

〇民有緑地維持管理助成事業 中止承認申請書（第７号様式） 

 【処分等に係る承認、報告】別表参照 

 〇民有緑地維持管理助成事業 助成対象財産処分承認申請書（第13号様式） 

  ※緑政課窓口等で個別対応します 

別表 

事由 承認条件 助成金の返還額 備考 

天災又は火災等自己の責

に帰さない事由により、

助成金の交付を受けた民

有緑地の保全が困難にな

った場合 

― ―  

上記以外により、助成金

の交付を受けた民有緑地

の保全が困難になった場

合 

助成金の返還 保全が困難になった緑地

の面積を助成金の交付を

受けた緑地の面積で除し

て得た数に交付を受けた

助成金の額を乗じた金額

（１円未満の端数が生じ

たときは、これを切り捨

てた額） 

 

助成金の交付を受けた民

有緑地を譲渡、貸付若し

くは交換する場合又は担

保に供する場合 

― ― 助成金の交付を受けた民

有緑地について、将来に

渡り緑地として保全する

こと。 

関係書類の保存期間内は

交付決定通知書に記載さ

れた条件を承継するこ

と。 

上記以外の場合 助成金の返還 市長が別に定める金額  

その他必要に応じて提出する書類 



 

 

 

  



 

 

申請先・問合先 

 

〒249-8686 逗子市逗子５-２-16 

逗子市環境都市部緑政課(市庁舎２階) 

※開庁8：30～17：15（土日祝除く） 

ＴＥＬ：046-87２-８１２５（直通） 

FAX：046-873-4520 

ＭＡＩＬ：ryokusei@city.zushi.lg.jp 

 


